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人間工学的視点による

健康面に配慮したデジタル教科書の利用
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学習者用デジタル教科書の制度化に関する法令の概要

2http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/12/1407728_001_2.pdf （2019/02/12）
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学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン

3http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/__icsFiles/afieldfile/2018/12/27/1412207_001.pdf

（2018/12/27）
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学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン

4http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/__icsFiles/afieldfile/2018/12/27/1412207_001.pdf

（2018/12/27）

31 例えば，ICT機器を使用した作業を長時間連続して続けることによる

VDT（Visual Display Terminal）症候群の症状として，目の症状（眼精疲

労，視力低下，ドライアイなど），体の症状（肩のこり，首から肩，

腕の痛み，頭痛など），心の症状（イライラ感，不安感，抑うつ症状

など）が専門家から指摘されている。
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小学校でのタブレット端末利用による身体的疲労

小学校でタブレット端末を1年以上使用している児童830名

を対象として、身体的疲労を調査した。

5（柴田・佐藤・堀田, 日本人間工学会誌, 2019）

・3人に1人の児童が、眼や首、

肩などに身体的疲労

・特に、眼の疲れの訴え

・眼の疲れは、4年生，5年生，

6年生と学年が上がるにつ

れて訴え率が高まる。
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ICT機器を適切に利用するための留意事項①

「児童生徒の健康に留意してICTを活用するためのガイドブック」
（文部科学省, 2014）

6http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/kenko_ict_guidebook.pdf

・タブレット端末の使用については、

“見やすさ”や“児童の姿勢”に言及

・画面への照明の映り込みを防止し見やす

くするために、タブレット端末の角度を

調節すると良いこと、など
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ICT機器を適切に利用するための留意事項②

7https://www.ergonomics.jp/committee/ict_school.htm

No. 対応策や工夫、効果

(1)

教室の明るさを調整することに加え、大型提示装
置に光が映り込まないようにカーテンを閉めます。
窓からの太陽光の差し込み具合は、季節や時間帯
によって変化することにも配慮します。

(2)
太陽光や蛍光灯の映り込みがないことだけではな
く、画面に表示されている内容が、どの座席位置
の児童生徒に対しても見やすいようにします。

(3)

姿勢を正しくすることで、眼から画面までの距離
が短くなることを防げます。また、児童生徒が体
を横に傾けているなどの不自然な姿勢は、画面が
見にくいことが原因かもしれませんので注意しま
しょう。

(4)
蛍光灯の映り込みの具合は、画面の角度だけでは
なく、座席配置によって異なることにも配慮しま
す。

(5)
機器をつなぐ映像ケーブルや電源ケーブルなど、
誤って引っかけてしまうことがないような配置や
整備をします。

日本人間工学会・子どものICT

活用委員会による情報発信

東京福祉大学・柴田隆史

（日本人間工学子どものICT活用委員会, 2019）



8https://www.ergonomics.jp/committee/ict_school.htm

ICT機器を適切に利用するための留意事項②
東京福祉大学・柴田隆史

（日本人間工学子どものICT活用委員会, 2019）



今後のデジタル教科書利用における状況

9

1人1台端末による学習者用デジタル教科書の利用拡大

家庭学習や遠隔教育の拡大

児童生徒の利用は学習者用コンピュータ（e.g.タブレット端末）

デジタル機器を用いて、

“近く”を“長時間”見る機会が増えることが見込まれる。
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留意すべきこと①：近くを見ること

10

目と学習者用コンピュータの画面との距離を30cm程度以上

離すよう指導する。(学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン)

例えば、下図は中学１～3年生の教科書音読時における視距

離を測定した結果であり、×印は平均値を表す。

（丁・山崎・柴田, 日本デジタル教科書学会第9回年次大会, 2020）

N = 74

・どの条件も平均的には30cm以上

の視距離

・小さいタブレット端末では25%

の生徒が30cm以下の視距離

・一部の生徒は20cm程度の視距離

12.9インチ 9.7インチ B5サイズ
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留意すべきこと②：長時間見ること

11

授業の全ての時間でタブレット端末を使うわけではない。

例えば、小中学校54件の授業におけるタブレット端末の活

用時間の平均は14.3分（標準偏差 8.1分）であり、最大は

34.0分という報告がある。（山本ら, 2017）

＊山本ら（2017）の報告より抜粋
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留意すべきこと②：長時間見ること

12

授業の全ての時間でタブレット端末を使うわけではない。

⇒ 大型提示装置や黒板、先生など、遠くを見る機会がある。

東京福祉大学・柴田隆史

（日本人間工学子どものICT活用委員会による図を改変）



留意すべきこと②：長時間見ること
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VDT作業では、画面を凝視することで瞬きの回数が減少す

る。

（例えば、Tsubota and Nakamori, 1993）

通常、1分間に20回くらいの瞬きをしているが、デジタル機

器を使っている際は5回程度にまで減少することがある。

＊瞬きには、涙液を眼球全体に広げて眼球を潤すなどの役割がある。

1回の学習活動にタブレット端末を使う時間は短くても、瞬

きの減少による眼の乾きには留意する必要があるだろう。
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まとめ：特に留意すべきは長時間連続した近業をしないこと

14

授業では、タブレット端末を常に使うわけではない。

使用時間や頻度は、授業の進め方や学習活動などに関わる。

⇒オフィスでのVDT作業とは異なり、近距離の画面を長時間見続

けることは少なく、断続的な利用であると考えられる。

平均を見るだけではなく、視距離が短くなる児童生徒への指導を

行い、また、一度の学習活動が長くならないように、健康面にも

配慮した授業展開とすることが望まれる。

特に家庭学習においては、児童生徒が自分の健康について自覚を

もって学習に取り組めるよう指導することが重要だと考える。
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